
○アンケート回収結果 対象者数 4,922

回答者数 1,992

回収率 40.5 %

回答者について

問１ 　農区名、年齢、性別をご記入ください

◆地区 対象者数 回答者数 回答率

福知山東部（西中筋、雀部、佐賀） 478 156 32.6%

福知山西部（上豊富、下豊富） 794 334 42.1%

福知山南部（上六人部、中六人部、下六人部、福知山） 703 286 40.7%

福知山北部（雲原、金山、三岳、金谷、上川口） 693 214 30.9%

福知山中部（庵我、下川口） 299 106 35.5%

三和 657 191 29.1%

夜久野 729 241 33.1%

大江 569 185 32.5%

合計 4922 1992 40.5%

◆年齢 回答者数 構成比

20歳代以下 2 0.1%

30歳代 13 0.7%

40歳代 49 2.5%

50歳代 137 7.0%

60歳代 530 27.2%

70歳代 773 39.7%

80歳代以上 444 22.8%

無回答 44

平均年齢 66.3歳

（参考） 農業従事者の平均年齢（2020年農林業センサス）　　　65.8歳

◆性別 回答者数 構成比

男 1629 89.2%

女 198 10.8%

無回答 165

農業振興地域整備計画見直しに係るアンケート調査結果報告
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問２ 　あなたの世帯は、農家のタイプとしては、それぞれ次のどれに当てはまりますか

ア　専業・兼業の別 回答者数 構成比

１ 専業農家 280 14.4%

２ 第１種兼業農家 92 4.7%

３ 第２種兼業農家 700 36.1%

４ 自給的農家 395 20.4%

５ 農地はあるが農業はしていない 473 24.4%

無回答 52

イ 経営方式の別 回答者数 構成比

１ 個人経営 1,508 97.5%

２ 法人経営 38 2.5%

無回答 446

ウ 認定農業者の別 回答者数 構成比

１ 認定農業者である 224 15.6%

２ 認定農業者でない 1,208 84.4%

無回答 560

農地について

問３ 　あなたの世帯の農地の面積と、不作付け地（耕作していない農地）の面積、

及び作付指定のハウスの棟数をお答えください。

①　所有面積 回答者数 構成比

30ａ未満 736 43.9%

30～50ａ 440 26.2%

50～100ａ 413 24.6%

100～200ａ 72 4.3%

200～1000ａ 13 0.8%

1000ａ以上 4 0.2%

無回答 314

②　うち貸している農地面積 回答者数 構成比

30ａ未満 415 73.1%

30～50ａ 103 18.1%

50～100ａ 39 6.9%

100～200ａ 9 1.6%

200～1000ａ 0 0.0%

1000ａ以上 2 0.4%

無回答 1,424

農業所得を主としない農家

が80％以上を占めている。

経営方式は97.5％が個人経

営である。
80.8％



③　他者から借りている農地面積 回答者数 構成比

30ａ未満 401 60.5%

30～50ａ 84 12.7%

50～100ａ 86 13.0%

100～200ａ 43 6.5%

200～1000ａ 38 5.7%

1000ａ以上 11 1.7%

無回答 1,329

④　不作付地面積 回答者数 構成比

30ａ未満 737 81.5%

30～50ａ 107 11.8%

50～100ａ 52 5.8%

100～200ａ 3 0.3%

200～1000ａ 4 0.4%

1000ａ以上 1 0.1%

無回答 1,088

経営面積（①＋③－②－④） 回答者数 構成比

30ａ未満 754 51.0%

30～50ａ 278 18.8%

50～100ａ 265 17.9%

100～200ａ 110 7.4%

200～1000ａ 51 3.5%

1000ａ以上 19 1.3%

無効な数 87

無回答 428

作付けハウス数　（単位：棟） 回答者数 構成比

0 628 86.7%

1 40 5.5%

2～3 32 4.4%

4～10 15 2.1%

10以上 9 1.2%

無回答 1,268

経営面積は「３０ａ未満」が

51％を占めている。

経営面積が１ｈａ以上の農業

者は全体の12.2％であった。



農業経営の現状について

問４ 　現在栽培されている農作物で、販売金額が多いものを多い順に５つあげてください。

販売金額1位の品目 回答者数 構成比

一般米 828 82.1%

果樹(くり含む) 47 4.7%

万願寺とうがらし 43 4.3%

特別栽培米 28 2.8%

小豆 17 1.7%

きゅうり 13 1.3%

そば 10 1.0%

黒大豆 10 1.0%

飼料用米 7 0.7%

コギク 6 0.6%

無回答 983

問５ 　現在、農作業（主に稲作）はどのように行われていますか。

回答者数 構成比

１ すべて個人所有の機械でおこなっている 958 51.2%

２ 数人で共同所有している機械で行っている（営農組織を除く） 49 2.6%

３ 他の農家や営農組織等に作業の一部またはすべてを依頼している 414 22.1%

４ 営農組織等により共同で行っている 61 3.3%

５ 自分では農業はしていない 306 16.4%

６ その他 82 4.4%

無回答 122

「一般米」が82.1％を占めている。
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問６ 　所有されている農地で「不作付地」がある方にお聞きします。

耕作していない理由はどのような事柄でしょうか。

回答者数 構成比

１ 傾斜地等で土地条件が悪い 341 13.4%

２ 適当な転作作物がない 143 5.6%

３ 担い手の高齢化・労働力不足 434 17.1%

４ 農業用機械の故障・老朽化 131 5.2%

５ 鹿や猪､猿､鳥などによる被害が深刻 574 22.6%

６ 農作業の引き受け手がいない 263 10.4%

７ 貸すことに抵抗がある 36 1.4%

８ 耕作する意欲がない 440 17.3%

９ 農地以外への転用予定あり 41 1.6%

10 その他 135 5.3%

「鳥獣害被害」、「意欲低下」、「高齢化」、「土地条件不利」の割合が高い。
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問７ 　農業後継者についてお聞きします。法人の場合は、組織の後継者についてお答えください。

全体 構成比 法人 構成比 個人 構成比

83 4.6% 8 23.5% 72 5.1%

190 10.6% 5 14.7% 171 12.1%

176 9.9% 0 0.0% 152 10.8%

210 11.8% 2 5.9% 168 11.9%

456 25.5% 5 14.7% 332 23.5%

622 34.8% 13 38.2% 485 34.4%

49 2.7% 1 2.9% 30 2.1%

206 4 98

※法人、個人区分が不明なものがあるため全体集計と一致しない

農業経営の現状について

問８ 　今後５年程度を見越した農業経営のお答えをお聞かせください。

回答者数 構成比

１ 現状のまま維持したい 903 50.8%

２ 拡大したい 68 3.8%

３ 縮小したい 234 13.2%

４ 農業をやめたい 571 32.2%

無回答 216

問９ 今後、どのような農作物の生産をお考えですか。（複数回答）

回答者数 構成比

１ 農業収入を増やすため、価格の高い作物に力を入れる 128 7.1%

２ 有機栽培や低農薬栽培など、安全安心な作物に力をいれる 151 8.4%

79 4.4%

４ 特に新たな展開は考えていない 1,341 74.8%

５ その他 93 5.2%

無回答 316

３ 世帯の中に後継者はいないので、将来的に他の個

人農業者に貸す予定

１ 世帯の中に既に後継者がいて農業に従事している

２ 世帯の中に後継者になる予定のものがいる

４ 世帯の中に後継者はいないので、将来的に営農組

織や農業法人に貸す予定

５ 農業の継続は難しいので、他用途へ転用するか耕

作放棄するしかない

６ 今のところなんともいえない

７ その他

無回答

３ 他の農家や地域で栽培していないような、希少価値のある作物に

力を入れる

54.7％



問10 　今後、次のアからオのような農業経営の展開をお考えですか。

ア 農産加工品の生産・販売を行う 回答者数 構成比

１ すでに取り組んでいる 56 3.7%

２ 今後取り組みたい 89 5.9%

３ 取り組むつもりはない 1,076 71.4%

４ わからない 287 19.0%

無回答 484

イ 機械の共同所有・共同利用を行う

１ すでに取り組んでいる 121 8.0%

２ 今後取り組みたい 138 9.2%

３ 取り組むつもりはない 940 62.4%

４ わからない 307 20.4%

無回答 486

ウ 防除・収穫等の農作業受委託を行う

１ すでに取り組んでいる 179 11.9%

２ 今後取り組みたい 146 9.7%

３ 取り組むつもりはない 829 55.3%

４ わからない 346 23.1%

無回答 492

エ 農家の出役により、共同で農作業を行う

１ すでに取り組んでいる 166 11.1%

２ 今後取り組みたい 125 8.3%

３ 取り組むつもりはない 766 51.0%

４ わからない 445 29.6%

無回答 490

オ 作付地の団地化など、集落内の土地利用調整を行う

１ すでに取り組んでいる 65 4.4%

２ 今後取り組みたい 165 11.1%

３ 取り組むつもりはない 678 45.4%

４ わからない 584 39.1%

無回答 500



問11 　農作物の出荷先についてお聞かせください。（複数回答）

回答者数 構成比

現状 １ 自家消費のみ 845 32.4%

２ 近所・親戚・知人に配る 687 26.3%

３ 農協を通じて出荷 595 22.8%

４ 卸売市場へ出荷 73 2.8%

５ 朝市や無人販売所、直売所で販売 140 5.4%

６ 特定の取引先と契約し出荷 163 6.2%

７ 料理店などへ納入 39 1.5%

８ ネット販売 7 0.3%

９ その他 63 2.4%

今後 １ 自家消費のみ 883 33.8%

２ 近所・親戚・知人に配る 633 24.2%

３ 農協を通じて出荷 473 18.1%

４ 卸売市場へ出荷 86 3.3%

５ 朝市や無人販売所、直売所で販売 162 6.2%

６ 特定の取引先と契約し出荷 187 7.2%

７ 料理店などへ納入 53 2.0%

８ ネット販売 54 2.1%

９ その他 81 3.1%



今後の農業施策について

問12 　農業振興に関する今後の施策として、あなたご自身にとって以下のような取組は

必要とお感じでしょうか

最も重要 構成比 重要（複数回答） 構成比

１ 農道や用排水など農業基盤施設の整備 122 14.3% 623 13.6%

２ 集荷・貯蔵・加工施設などの農業関連施設の整備補助 14 1.6% 202 4.4%

３ 新たな作物栽培のノウハウなど営農指導 16 1.9% 200 4.4%

４ 有害鳥獣対策 220 25.8% 927 20.3%

５ 市外等からの新規就農者の就農支援・促進 58 6.8% 341 7.5%

６ 地域の担い手に対する支援 145 17.0% 621 13.6%

７ 集落営農組織や農業経営法人の育成支援や法人化の促進 91 10.7% 289 6.3%

８ 卸売市場の機能強化 7 0.8% 66 1.4%

９ 朝市や直売所などの整備 13 1.5% 164 3.6%

10 地場産品を活かした特産品・加工品の開発やPR 15 1.8% 132 2.9%

11 食関連産業の企業誘致 6 0.7% 73 1.6%

12 市民農園や農業イベントなど、市民と農業者の交流 9 1.1% 140 3.1%

13 不作付地の荒れ地化の防止 119 14.0% 688 15.1%

14 その他 18 2.1% 104 2.3%

※その他･･･米価を上げるための施策、農業機械購入支援、地産地消の促進、農地の多目的使用、話合いを

　　　　　重視して地域に合う農政を

最も重要と感じる施策は「有害鳥獣対策」、「担い手支援」、「基盤整備」、「荒廃化防

止」の順、複数回答では「荒廃化防止」が「有害鳥獣対策」に次ぐ回答数となった。
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問13 　担い手確保・育成に向けて、どのような支援に重点的に取り組むことが必要とお感じでしょうか。

最も必要 構成比 必要（複数回答） 構成比

1 認定農業者など意欲ある農業者への融資制度等 123 16.8% 503 14.8%

2 新規就農者や農業後継者に対する研修や就農相談 88 12.0% 470 13.9%

3 新規就農者への農地のあっせん 76 10.4% 573 16.9%

4 農業参入を希望する企業などと農地を貸したい人との仲介等の支援 99 13.5% 433 12.8%

5 定年後の就農に向けた支援 87 11.9% 510 15.0%

6 仕事（会社等）と農業の両立に向けた支援 94 12.8% 371 10.9%

7 農産物加工や直売、農家レストランなどの施設整備 29 4.0% 143 4.2%

8 農業法人設立など、農業者による生産組織化への支援 105 14.3% 290 8.5%

9 その他 33 4.5% 100 2.9%

※その他･･･米価、農産物価格が低いため所得補償を、小規模の担い手への支援
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最も重要と感じる支援は「担い手支援」、「生産組織支援」、「農業参入支援」の順、複数回

答では「新規就農者の農地確保」、「定年後の就農支援」、「担い手支援」の順となった。
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